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研究成果の概要（和文）：　試作したクリニカルパスの改良のために、総義歯治療時間のタイムスタディーを行った。
上下総義歯装着患者31名の診療をビデオで記録し，タイムテーブルを作成した．平均診療時間は28.0分であった．診療
内容は，担当医では診察・検査と処置で77％を占めており，何もしていない時間は4%であった．しかし，患者では何も
していない時間が47％（平均13.2分），アシスタントは何もしていない時間が45％（平均12.6分）であった．患者とア
シスタントは何もしていない時間と診療時間の間に相関が認められたが，担当医では相関が認められなかった．患者の
満足度は診療時間・処置内容に関わらず高いことが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the effect of chair time and treatment co
ntents at denture adjustment on the level of satisfaction with treatment. Upper and lower complete denture
 wearers who had provided consent (patients; n=31) were included in this study. Following treatment, the d
entists, patients, and dental assistants completed evaluation questionnaires.  The timetable of the treatm
ent procedure and satisfaction ratings were used to analyze the relationship between chair times, steps of
 the treatment procedure. Mean chair time was 28.0 minutes. Dentists were inactive for only 4% of the chai
r time.  However, patients were inactive for 47% of the chair time (mean, 13.2 min) and dental assistants 
were inactive for 45% of the chair time (mean, 12.6 min).  A significant correlation (p<0.01) was observed
 between chair time and inactivity time for patients and dental assistants.  Patient satisfaction was high
, irrespective of chair time or treatment contents.
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１．研究開始当初の背景 
 クリニカルパスとは，主に入院時に用いら
れる「病気を治すうえで必要な治療・検査や
ケアなどをタテ軸に、時間をヨコ軸に取って
作った、診療スケジュール表」である。どの
ような医療行為をいつ、誰が行うのか、患者
さんへの説明はどのようにするか、というこ
とが明確になるので、チームとしての医療サ
ービスをスムーズに提供できるようになる。 
 歯科においてもクリニカルパスは利用さ
れてきているが，外来診療に関しては，「外
来手術」に関するものがほとんどであり，そ
の他の一般診療に関する報告はほとんど無
く，単にクリニカルパスの紹介に留まってお
り 1），クリニカルパス導入の効果を検証した
ものは認められない。 
 一般の歯科治療においても、医療面接、検
査、診断、インフォームドコンセント、治療、
治療後説明などの多くのステップがあり、研
修医や学生の居る場では、指導医、研修医。
学生、歯科衛生士、歯科助手などが良いチー
ムワーク下で適切な役割分担をして、高い質
の治療を効率的に提供することが必要であ
る。現在、保存・補綴系の診療においても、
各種のガイドラインが作られつつあり、医療
の標準化が進められている。しかしながら、
これを現場で実践するには、現場の状況に合
わせた外来用クリニカルパスが必須であろ
う。 
 そこでまず、どの治療に対してクリニカル
パスを作成するかが問題となる。以下の条件
を満たす治療を候補とすることにした。 
・日常臨床で高頻度である 
 →応用が広い 
・バリアンス（パスからのはずれ）が小さい 
 →最初に作りやすい 
・患者のユニット上での待ち時間が長い 
 →クリニカルパスにより改善の見込みが
大きい 
歯の残存状況や歯周状況は様々であり、大
きなバリアンスが想定されるので、まずは無
歯顎者を対象とした。そのなかで、「総義歯
治療の定期リコール」は、急患として来院す
ることもあり、担当医ではなかった歯科医師
が担当することも多く、義歯の調整などの際
には、修理や研磨で、患者のユニット上での
待ち時間も長いため、まずはこれについての
クリニカルパスを試作することが有益と考
えた。 
 
２．研究の目的 
  クリニカルパスは、主に入院治療において、
医療の標準化を通じて、治療・ケアの質的向
上と効率化を目的とされている．しかし、歯
科外来診療においては、ほとんど用いられて
いない。 
そこで、外来診療用のクリニカルパスを普
及させるために、補綴治療におけるクリニカ
ルパスを試作し、その有効性と診療の質の向
上に対する影響を明らかにすることを目的

とした。 
 
３．研究の方法 
 対象者は、昭和大学歯科病院高齢者歯科外
来に来院した上下無歯顎の総義歯装着者で、
義歯装着後 1カ月以上経過し、義歯が安定し
ていると担当医が判断し、本研究に同意の得
られた者とした。対象者（以後“患者”とす
る）は 31 名（男性 12 名、女性 19 名、70～
92 歳、平均年齢：81 歳）であった。担当医
は 14 名（臨床経験年数：2～28 年、平均臨床
経験年数：9 年）、アシスタントは歯科医師
12 名（臨床経験年数：1～2 年）とした。な
お、本研究は昭和大学歯学部医の倫理委員会
の承認（承認番号：2011-004 号）を得て行っ
た。  
上記患者に対し、実際に総義歯の調整を行
い、診療風景をビデオカメラ（デジタル HD
ビデオカメラレコーダー、HDR-CX560V、SONY、
東京、日本）に記録した。ビデオカメラは診
療用ユニットの後方に設置し、患者のプライ
バシ－を守るため、顔が判別不可能な角度で
撮影を行った。再生したビデオから担当医・
患者・アシスタントそれぞれの診療内容を記
録し、タイムテーブルを作成した。 タイム
テーブルは、30 秒単位で 15 項目に分類した
診療内容(小項目)を記入し、担当医・患者・
アシスタントに分けて記録した。さらに、こ
のタイムテーブルで分類した小項目を、7 項
目（大項目）にまとめて、診療内容を調査し
た。また、診療後に担当医・患者・アシスタ
ント用に項目の異なる3通りの評価用紙を用
いてアンケート調査を行った。評価は 4段階
評価で 4点満点とした。患者は、担当医のい
ない場所で評価用紙を記載することとした。 
解析には統計処理ソフト SPSS (SPAW 
Statistics Base 18、 IBM、 Tokyo、 Japan)
を用い、Pearson の相関係数を求めて診療時
間・診療内容を評価し、担当医の診療経験年
数と診療時間の関係も検討した。評価用紙の
スコアの分析については Spearman の順位相
関係数を求めて評価した。また、診療満足度
と他の因子との関連についてはロジスティ
ック回帰分析を用いた。 
 
４．研究成果 
 1）診療時間中の診療内容別の割合 
 患者 31名の平均診療時間は 28.0 分であっ
た。診療時間中の診療内容は、担当医では診
察・検査と処置で 77％とほとんどの割合を占
めていたが、患者では何もしていない時間が
47％（平均 13.2 分）、アシスタントは何もし
ていない時間が 45％（平均 12.6 分）であっ
た。患者とアシスタントは、何もしていない
時間が診療時間の約半分を占めていること
が示された。  
患者の何もしていない時間（平均 13.2 分）
を 100%とした時の担当医・アシスタントの診
療行為の割合では、担当医では診察・検査と
処置で 79％（平均 10.8 分）を占めたが、ア



シスタントでは何もしていない時間が 51％
（平均 6.9 分）を占めていることが明らかに
なった。平均診療時間の約 25%は患者とアシ
スタント両者が何もしていないことが示さ
れた。 
 2）満足度評価 
診療全般の評価とタイムテーブルの関係に
ついて 
 （1）診療時間と総合評価の関係について 
 診療に対する総合評価と診療時間の関係
を図 5に示す。担当医・患者・アシスタント
において相関は認められなかった。すなわち、
診療時間に関わらず満足度が高いことが明
らかになった。  
 （2）診療時間の長さについて 
「診療時間は思ったより長かったか」の質問
項目、と診療時間において、担当医は相関係
数が-0.665（p<0.001）、アシスタントは
-0.487（p = 0.005）と負の相関が認められ
た．しかし、患者では相関が認められなかっ
た。 
 （3）患者の何もしていない時間 
「患者の何もしていないときはなかったか」
の質問項目と「患者の何もしていない時間」
において、担当医では相関係数が-0.468 （p 
= 0.008）と負の相関が認められたが、患者・
アシスタントでは相関は認められなかった。  
 （4）何もしていない時間と診療時間の関
係について 
「担当医・患者・アシスタントの何もしてい
ない時間」と「診療時間」において、担当医
では相関が認められなかったが、患者は相関
係数が 0.733（ｐ< 0.001）、アシスタントは
0.704（ｐ< 0.001）と高い正の相関が認めら
れた。  
（5）「担当医とアシスタントの連携」と「ア
シスタントの何もしていない時間」の関係に
ついて 
担当医・患者・アシスタントによるアシスタ
ントの連携は良好だったかの質問項目の評
価とアシスタントの何もしていない時間の
相関は認められなかった。 
 
3）担当医の臨床経験年数との関係につい
て 
（1）担当医の臨床経験年数と診療時間の関
係について 
 担当医の臨床経験年数と診療時間では相
関は認められなかった。 
（2）担当医の臨床経験年数と何もしていな
い時間の関係について 
担当医の何もしていない時間と担当医の臨
床経験年数では相関係数が 0.419（p = 0.019）
と正の相関が認められた。患者・アシスタン
トの何もしていない時間と担当医の臨床経
験年数は相関が認められなかった。 
（3）担当医の臨床経験年数と総合評価の関
係について 
総合評価と担当医の臨床経験年数は、担当
医・患者・アシスタントにおいて相関は認め

られなかった。すなわち、臨床経験年数に関
わらず満足度が高いことが明らかになった。 
4）診療満足度に影響を与える可能性のあ
る因子の選択 
担当医・患者・アシスタントそれぞれの総合
評価と診療時間、担当医・患者・アシスタン
トそれぞれの何もしていない時間、担当医の
臨床経験年数、患者の現義歯の装着期間、患
者の年齢、患者の性別において多重ロジステ
ィック回帰分析を行った。担当医においては
担当医の臨床経験年数とアシスタントの何
もしていない時間が診療満足度に影響を与
える因子となり得ることが示唆された。患者
とアシスタントにおいては診療満足度に影
響を与える因子は認められなかった。 
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